センゴ ショウワキ ショウワ 20ネンダイ 〜 40ネンダイ ノ ギンマク ニ ウツル アマ コテン シュギ カラ エログロソシテ ピンク マデ by 小暮 修三 & Shuzo Kogure
TUMSAT-OACIS Repository - Tokyo University of Marine Science and Technology (東京海洋大学)









Journal of the Tokyo University of Marine Science and Technology, Vol. 14, pp. 23-37, 2018  
 
［論⽂］ 戦後昭和期（昭和 20 年代〜40 年代）の銀幕に映る〈海女〉： 古典主義から「エログロ」、そして「ピンク」まで  小暮 修三＊ 
（Accepted November 14, 2017） 
  
 “Ama” on the Screen in the Post-WWII Period (1945-1974):  




Abstract: This article examines the social and cultural transition of “gaze” to Japanese woman divers, or Ama, on 
the screen in the post-WWII Period, especially from 1945 to 1974, by analyzing their representations in the “Ama 
Films,” on which they were described as main characters. At first, focusing on their healthy beauty and wildness, I 
would like to show how Ama were represented through the ideas of romanticism or classicism in the films from 1945 
to 1954, especially in the discourses around The Sound of Waves (Shio-sai). Then, I would like to trace the processes 
that their erotic and violent figures were arbitrarily extracted from their healthy beauty and wildness and were 
emphasized on the films from 1955 to 1964, especially on the Kindan-no Suna series by Shochiku Co., Ltd. and “Ama” 
series by Shin-Toho Co., Ltd. Finally, through analyzing the films from 1965 to 1974, I would like to indicate the 
invention of the images of “Ama” as nostalgia and as pornography in “Pink films”, which eventually leaded the Ama 
series of Nikkatsu Roman Porno in the next decade. 
 











































































 第一章 浪漫主義あるいは古典主義における〈海女〉 





















































































































































































































































































































































































































































































立て続けに三本、『続 禁男の砂』（1958 年）、『続々 禁













Fig.6:『海人舟より 禁男の砂』（1957 年）巨大看板 
 
 




















































































































































































Fig.9:『続々禁男の砂 赤いパンツ』（1959 年）ポスター 
 
その後、映倫からは「条件付き」で上映が許可さ

























































































































































































































































































昭和 35（1960）年に 10 億人を超えていた映画観客
者は、同 45（1970）年には 2 億 5 千万人強と約四分
の一までに激減し、同 35 年に 7457 館あった映画館





















































































































































劇場公開された『猛毒 Y 談 海女テラス大神』（アル
バトロス、2011 年）の他にも、海女をタイトルに冠
したアダルト DVD が 2007 年から 2017 年の 11 年間
に、少なくとも 14 本も製作されており、日活ロマン
ポルノの製作本数（11 年間に 9 本）を超えた。また、
日活ロマンポルノの「海女シリーズ」も DVD/Blu-ray
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要旨： 本稿は、昭和 30 年代前後を中心とした戦後昭和期の銀幕に映る〈海女〉の姿、並
びに、その置かれた社会状況の分析を通して、戦前期の「文化映画」から昭和 50 年代の「日
活ロマンポルノ」に至る過程で創造／想像された海女とポルノグラフィという恣意的な結
びつきを追ってゆく。 
先ずは、昭和 20 年代の浪漫主義的あるいは古典主義的な〈海女〉の表象の分析を通して、
戦前期からの継続性、並びに、そこから階級性の取り除かれた民族／俗学的な健康美・野
生美の前景化について、特に、映画『潮騒』及びその原作を巡る言説を中心に考察してゆ
く。 
続いて、〈海女〉が最も銀幕に現れた昭和 30 年代、その健康美・野生美からエロティシ
ズムと暴力性が恣意的に抽出され、殊更に強調されてゆく過程について、松竹「禁男の砂」
シリーズ及び新東宝「海女」シリーズという一連の〈海女映画〉を中心に見てゆく。 
そして最後に、昭和 40 年代、その後の「日活ロマンポルノ」につながるピンク映画の更
なるエロティシズムの前景化、並びに、創られた懐古趣味的な〈海女〉の姿を見ることで、
本稿を締めることとする。 
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